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日本とアメリカの大学の違いは何ですか
米国に十年以上住む私に、何度も尋ねられた質問だ
その度に私は、米国の大学教育は「実践を重視した
教育」と返答している。その他にも国際性豊かな教
育環境、年齢やバックグラウンドの異なる学生、多
彩な学科の選択肢などが挙げられる。今回は、実践
重視の教育の中で、重要な一端を担うインターンシ
ップ制度について、私の所属するランドスケープの
事務所、EDSAを事例として紹介する 。

。



大学と実務を繋ぐ

米国のインターンシップは、大学と事務所を繋ぐ重
要な役割を担い、教育と実務のそれぞれの環境に相
乗効果を与えている。事務所は将来の有望なデザイ
ナーになりうる学生を探し、大学は生徒に就職先を
紹介する。実際に事務所で使っている最先端のデザ
イン技術やコンピュータグラフィック等のプレゼン
テーション技法などを大学が知ることにより、その
需要を教育に反映させている。学生はインターンシ
ップを通して事務所のデザイナーの下で実務経験を
積むだけではなく、プロのランドスケープアーキテ
クトの仕事を間近で見学し、社会で働く第一歩を踏
み出すことになる。
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1512 East Broward Boulevard
Suite 110
Fort Lauderdale
Florida 33301, USA

www.edsaplan.com

https://www.youtube.com/watch?v=cmt4diXcZkI
2014年EDSA夏期インターンシップの学生の動画

Fort Lauderdale空港より
車で15分
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2014年EDSA夏期インターンシップにてシャレットに参加した学生たちチームの一員としてデザインに取り組む、シャレットの様子

　米国ではランドスケープ学科のカリキュラムの一環とし
て、インターンシップを必修としている大学が多くある。
大学の先生が当事務所に学生を連れて訪れることは頻繁に
あり、インターンシップが出来る環境の一つとして学生に
紹介している。学生は日常のデザイナーの作業風景を見て
このような事務所で働いてみたいと夢を膨らませる。
　学生に実務経験をさせるために、EDSAでは春学期、秋
学期そして夏期休暇を合わせた計三期のインターンシップ
生を募集している。最大の特徴は、実際のプロジェクトを
課題として取り上げ、学生自らがプレゼンテーションをす
るシャレット（Charrette）制度だ。今回私がシャレット
のプロジェクトリーダーとして関わった2014年の夏期イ
ンターンシップを具体例として紹介する。
　私はシャレットにて、実際の業務として進行中の20ha
の運動公園の再生マスタープラン「Terramer Park（フロ
リダ州パークランド市）」を課題にした。このプロジェク
トの目的の一つは、All Inclusive Park(全ての人が利用で
きる公園)を実現することだ。地元のNPOが主体となり、
高校生のボランティアが、若者の身体障害者にサッカーな
どのスポーツを通して支援するプログラムが含まれている
　まず、学生はパークランド市全体の公園の広域分析し、

身体障害者をサポートした公園の先例調査などを行った。
次に、全員で二つのデザイン案を作成し、事務所のデザイ
ナーによるレビューを三回受けた。最終的にはマスタープ
ランを作成し、事務所のデザイナー全員の前で、それぞれ
がチームの一員としてプレゼンテーションをした。近年の
学生のポートフォリオにはコンピューターグラフィックが
多用されているが、それだけでは図りきれない部分を、こ
のような取り組みを通して我々は探そうとしている。
　EDSAではこのシャレットの期間に、各学生の個性やデ
ザイン技術など加味し、それぞれにふさわしいスタジオの
配属を決める。そして約三ヶ月間はデザインチームの一員
として、学生に実際の仕事に携わってもらう。 彼らは実
務という勉強だけでなく、仕事以外の充実した時間を過ご
すことになる。様々な州から訪れる学生たちは、ルームシ
ェアをしながら過ごし、同じ職を目指す仲間として友人関
係を築く。お互いに色々なことを語り合い、かけがえない
時間を過ごす。このように自由かつ楽しく、さらに教育的
なインターンシップが将来の優秀なデザイナーを育ててい
る。彼らがインターンシップの最後に作った動画(右記)を
見てもらえば、その楽しい様子が伝わるだろう。
（田口真弘）
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EDSAのインターンシップの流れ

インターンシップ開始

応募・申込み

学生によるポートフォリオの
提出・申し込み (ウェブサイト)

事務所デザイナーによる
ポートフォリオの選定

電話面接

学生に合格通知
(具体的な期間、給料などが知らされる)

一週間のCharrette

インターン生の所属スタジオの決定

実務インターンシップ
(約三ヶ月)

※　EDSAでは海外からのインターン学生も
　　受け入れています。


